
Y5075H-2T

施工・取扱説明書

T-Y5075H-2T-A4  BBF

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥Y5075H-2T立水栓

施工について 施工手順

本製品について 各部の名称・操作方法

レバー：
吐水・止水ができます。

吐水口

カウンター穴
φ22～26

2　新しい水栓を取付けます。

1　取付穴周囲のゴミを取ります。

3　ガタツキ・水漏れチェックをします。
　    接続後、各部にガタツキがないか必ず確認して
       ください。
       ガタツキの確認後、止水栓を開いて各部に水漏
       れがないか必ず確認してください。
       水漏れがある場合は、もう一度はじめからやり
       直してください。

こんなときは 本製品の構造

本製品の構造を表したイラストです。
構造をご理解いただくのにご使用ください。
※部品として注文いただける単位のものではありません。

止水栓

袋ナット

座パッキン

パッキン

菊座金

座付ロック
ナット

パッキン

パッキン

袋ナット

ナット締付工具

ロックナット
対辺23ｍｍ

注意

●取付時にレバーなど可動部
   分を持たないでください。
　破損のおそれがあります。
●緩みがないように確実に締め
   てください。
　ナットが確実に締付けられて
   いないと、水が漏れることが
   あります。
●パッキンが入っていることを
   確認してください。
　パッキンが入っていないと水
   漏れのおそれがあります。
●止水栓は必ず設けてください。
   保守点検のために必要です。

別売品

吐水

止水
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吐水

●施工 ・ ご使用の前にこの説明書を必ずお読みのうえ、正しく施工 ・ ご使用ください。
●施工後、この説明書をお客様へお渡しください。
●お読みになった後は、お使いになる方がいつでも読める所に必ず保管してください。

配管内のシールテープくずやゴミをきれいに取除き、
必ず通水して配管内のゴミを完全に洗い流し
てください。

注　意

水栓金具内にゴミなどが混入すると止水不良や水栓の
故障の原因となり、
この場合には有償修理となります。

寒冷地の場合、配管中の水を抜く設備(水抜栓)とあわせてご使用ください。
凍結のおそれがある場合は、下記の方法で水抜きをしてください。

再使用時

1　元栓を閉め、配管の水抜栓を開けます。
2　レバーを吐水位置にします。

レバーを止水位置にして配管の水抜栓を閉め、元栓を開けます。

2　レバー

1. レバー
セムスなべ小ねじ2.

3.
4.
インサート

5.
カートリッジ押え
セラミック上部
胴6.

パッキン
座パッキン7.

菊座金
8.

座付ロックナット
9.
10.

泡沫器本体11.

凍結予防について 凍結のおそれがある場合

水漏れはないか

ガタツキはないか
確認

〒537ｰ0023　大阪市東成区玉津1丁目12番29号
お問い合わせ先　   　 0120-06-9721
受付時間 9 ： 00～17 : 30 (土日祝除く)
      ホームページ www.sanei.ltd　


